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九
州
大
学
教
授
　
李
弘
杓
　
先
生

李
弘
杓
先
生
は
、
一
九
五
三
年
四
月
二
〇
日
に
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
で
生
ま
れ
、
一
九
七
五
年
に
延
世
大
学
を
卒
業
、
一
九
八
〇
年
に
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
大
学
（U

niversity of Connecticut

）
に
て
政
治
学
修
士
号
を
取
得
し
、
一
九
八
九
年
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
（Indiana 

U
niversity

）
に
て
「
自
立
を
背
景
と
し
た
石
油
開
発
―
一
九
六
〇
年
以
降
の
中
国
の
政
策
変
容
」
で
政
治
学
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
。
そ

の
後
は
、
中
国
政
治
と
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
に
関
す
る
韓
国
に
お
け
る
専
門
家
と
し
て
、
一
九
八
九
年
か
ら
国
際
民
間
経
済
協
議
会
（
一
九

九
二
年
よ
り
対
外
経
済
政
策
研
究
院
）
で
中
国
専
門
委
員
を
、
一
九
九
二
年
か
ら
世
宗
研
究
所
と
セ
ミ
ン
研
究
財
団
で
研
究
員
を
務
め
ら
れ

た
。
日
本
に
お
い
て
は
、
一
九
九
九
年
に
国
際
大
学
（
Ｉ
Ｕ
Ｊ
）、
二
〇
〇
〇
年
に
横
浜
国
立
大
学
国
際
経
済
社
会
科
学
部
に
て
客
員
教
授

を
務
め
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
に
名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
助
教
授
に
就
か
れ
た
こ
と
で
、
日
本
で
の
研
究
・
教
育
を
本
格
的
に

開
始
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
に
政
治
動
態
分
析
講
座
政
治
史
・
外
交
史
の
助
教
授
と
し
て
着

任
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
に
同
教
授
に
昇
進
さ
れ
た
。

李
先
生
の
研
究
領
域
は
、
中
国
政
治
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
が
中
心
で
、
中
国
の
政
治
体
制
と
政
治
過
程
、
日
中
・
米
中
な
ど
の
二
国

間
関
係
、
東
ア
ジ
ア
地
域
主
義
、
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
な
ど
多
岐
に
亘
る
。
代
表
的
な
著
作
と
し
て
、
共
著
『
朝
鮮
半
島
―
危
機
か
ら
平

和
構
築
へ
』（
二
〇
〇
四
年
）
や
『
二
一
世
紀
の
安
全
保
障
と
日
米
同
盟
体
制
』（
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、
韓
国
人
と
し
て
中

国
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
で
学
び
、
日
本
で
研
究
活
動
を
行
う
と
い
う
ご
自
身
の
経
験
を
生
か
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
認
識
問
題
の
研
究
に

も
取
り
組
ま
れ
、
こ
の
成
果
は
共
著
『
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
摩
擦
と
和
解
可
能
性
』（
二
〇
一
一
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

教
育
面
で
は
、
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
の
国
際
コ
ー
ス
で
あ
る
Ｃ
Ｓ
Ｐ
Ａ
（
ア
ジ
ア
に
お
け
る
比
較
政
治
・
行
政
学
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

担
当
さ
れ
、
世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
留
学
生
に
対
し
て
英
語
で
授
業
と
論
文
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
か
ら
は
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
ら
れ
、
延
世
大
学
、
中
国
人
民
大
学
、
上
海
外
国
語
大
学
等
と
の
学
生
交
流
を
毎
年
企
画
、
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
学
術
交
流
に
お
い
て
も
、
韓
国
の
亜
洲
大
学
社
会
科
学
部
と
計
一
二
回
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

活
動
を
通
じ
て
、
九
州
大
学
法
学
研
究
院
の
国
際
化
に
多
大
な
る
寄
与
を
さ
れ
て
き
た
先
生
の
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
。

ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
お
人
柄
で
、
テ
ニ
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
を
嗜
み
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
と
お
酒
が
大
好
き
。
そ
ん
な
李
弘
杓
先
生
が

こ
の
た
び
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
長
年
の
ご
功
労
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
し
て
、
こ
こ
に
本
号
を
献
呈
す
る
次
第
で
あ
る
。


